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　示説報告では，発表時間や座長を設けず，１時間とい
う討議時間を定めて自由に討論する方法で行った。以下
に示した６題の演題が発表され，活発な意見交換が行わ
れた。
示説１　 「看護学生の健康自主管理教育における生活調
整過程とライフスタイルの構造」
 植田彩，丸茂美智子（千葉大学看護学部）
 小坂直子（千葉大学大学院看護学研究科）
 高橋幸子（元千葉大学看護学部）
示説２　 「健康女性におけるフォトプレティスモグラ
フィ法による下肢筋ポンプ力の測定」
 中村康香，吉沢豊予子
（東北大学大学院医学系研究科）
示説３　 「乳児をもつ家族への育児支援プログラムの評
価」
 佐藤紀子，前原邦江，井出成美，佐藤奈保
 石井邦子，森恵美（千葉大学看護学部）
 林ひろみ（千葉県立衛生短期大学）
 大月恵理子（埼玉県立大学保健医療福祉学部）
 小澤治美
（千葉大学大学院看護学研究科博士後期課程）
 荒木暁子
（千葉県千葉リハビリテーションセンター）
示説４　 「乳児をもつ夫婦の役割調整を促す育児支援プ
ログラムの評価～生後５～６か月の児をもつ夫
婦を対象としたプログラムの実践より～」
 林ひろみ（千葉県立衛生短期大学）
 大月恵理子（埼玉県立大学保健医療福祉学部）
 佐藤奈保，前原邦江，井出成美，佐藤紀子
 石井邦子，森恵美（千葉大学看護学部）
 小澤治美
（千葉大学大学院看護学研究科博士後期課程）
 荒木暁子
（千葉県千葉リハビリテーションセンター）
示説５　 「脳血管疾患を発症しリハビリテーション目的
で入院していた高齢患者の回復体験に関する研
究」
 菊地身和（千葉大学大学院看護学研究科）
 田所良之，谷本真理子，正木治恵
（千葉大学看護学部）
示説６　 「健康増進・疾病予防に関する意識と生活経験
の関連―高齢者のライフストーリー分析から
―」
 石川麻衣（千葉大学大学院看護学研究科）
 宮﨑美砂子（千葉大学看護学部）
口演１　 「看護学生のコミュニケーションと透過性調整
力との関連」
 橋本茂子（福岡県立大学看護学部）
 上田雪子，木部泉
（純真短期大学健康科学研究所）
口演２　 「看護学生の職業的アイデンティティに関する
研究―授業メッセージ・実習からの学びの影響
―」
 上田雪子，木部泉
（純真短期大学健康科学研究所）
 橋本茂子（福岡県立大学看護学部）
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口演３　 「病棟看護師の退院支援における在宅生活の捉
え方」
 佐藤史（成田赤十字病院）
 伊藤隆子（千葉大学看護学部）
 石橋みゆき（千葉大学医学部附属病院）
口演４　 「維持期の脳血管障害患者の自己の回復段階に
対する思い」
 笹山希美（北里大学病院）
 田所良之，谷本真理子，正木治恵
（千葉大学看護学部）
　第１群では，看護学生への教育方法について，評価尺
度を用いて統計学的に分析された結果が２題発表され
た。学生の実習経験にも焦点を当てることで，一層教育
的課題が明らかにされることなどが討論された。
　後半２題は，病棟看護師の退院支援の認識に焦点を当
てた研究，維持期脳血管障害患者自身の自己の回復過程
の認識に焦点を当てた研究が発表された。ケアの場の移
行期にある対象者の暮らしを捉えて支援する看護につい
て，病態的な移行が判断される時期であっても対象者の
回復感に沿って支援する看護について，それぞれ示唆が
得られる発表であった。
口演５　 「老健で暮らす高齢者の心を看護者が理解する
時の軸とその理解に関わる看護者側の要因」
 山口清隆（東邦大学医療センター大森病院）
 鳥田美紀代，谷本真理子，正木治恵
（千葉大学看護学部）
口演６　 「老人保健施設入所者とその家族が初めて家庭
復帰する時期に受けた看護支援―入所者・家
族・看護職三者のインタビューから」
 焦麗娟（前千葉大学看護学部）
 高橋良幸，谷本真理子，正木治恵
（千葉大学看護学部）
口演７　 「高齢者の文化的・歴史的背景を尊重した援助
過程を通して得られた看護者の認識とかかわ
り」
 小笠原真理（千葉大学大学院博士後期課程）
 正木治恵，谷本真理子，鳥田美紀代
（千葉大学看護学部）
　第２群は，高齢者およびその家族に対する看護支援に
関する研究３題が発表された。口演５と口演７は，看護
職者にとって難しいとされる高齢者理解に焦点をあてた
もので，いずれも研究者自身が看護職の立場で高齢者と
関わって得られた詳細なデータを，丁寧に分析したもの
であった。参加者からは，対象理解に関わる具体的な質
問や，援助への生かし方に関わる質問が出され，研究成
果をどのように実践現場に生かしていくかが討論され
た。また，口演６は，老人保健施設入所者の家庭復帰に
向けた支援のあり方を追究した研究であり，家庭復帰を
促す６つの看護支援が構造的に示された。質疑により，
それらの関係性をより明確にしていくことが課題として
示された。
口演第２群報告
座長　佐　藤　紀　子（千葉大学看護学部）
